





























【 注 一 二 日





















あろう。各原稿は袋 じにされて、紙こより一本 仮綴じにされ表紙は同じ原稿用紙が と 用いられており、表紙の右端に「大正拾二年四月懐徳堂講義草稿」の十四文字が朱筆で書かれ その左 「稲東蔵書」の築刻蔵書印が押されてい 。原稿の記述 毛筆墨書を基本とし、
一部朱筆による追加・訂正がある。追加・訂正は行問、原稿上部など決まった位置に記述されているわけではなく悉意的である。原稿上部には追加・訂正の文字の他、論じられている内容に対する論題が記されている。これは検索用であろう。仮名は部分的に崩されており、漢字は旧字体であが、俗字が用いられることもある。所々「:::であります」「申し上げましたように、:::」などの会話体が散見され ことも るが、これは稲束が講義で話すことを念頭において執筆したためと思わ る。講義録が稲束の手控えであったことを窺わせ表紙の「大正拾二年四月」とは稲束が懐徳堂で講義を始めた月である。『懐徳』第三号(大正十四年)掲載「第九年第一期懐徳堂講義講演日誌」
には、例えば一月十二日には「韓非子喰老篇首」 あり、また十九日には「輸老自楚荘主既勝候至起事於無形傾」と る。 れによれば稲束は韓非子のテキストを講読する形で講義を進め と推察さ る。だが、この講義録の内容 後述のとおり、講義形式で執筆されている 思うにこの講義録は 講読に際しての導入だったのだろう。
この講義録を所蔵している「鍋牛庫文庫」とは稲来家 同じく池田の名





儒教を実践道徳と捉える立場から考証等は省略し、自らの理解による儒教の核心を中心に講義をすすめた大江文城 は明かに異なってい 稲束は考証中心で道徳排除(或いは保留) は道徳中心 考証排除と った具合に、両者は正反対の位置に存在し いることとなり、その両者が重建懐徳堂という場に共存していたこと 重建懐徳堂の性格を考える上 興味深い。
古典を現代から切り離し淡々と考証していく一方で、稲束は考証の結果
が過度に文献を疑うことにならないように注意を払っ 。当時、中国は中華民国の時代であり、文献の相互比較という方法によって古典に書かれた内容の是非を判断することが盛んに行われて た。当時のこうした運

































と楚上察の人であり、「其の西の方、秦に入らんと欲して、萄卿に辞して」云々 いう言葉があるに徴しては李斯が窃卿に就いたのは楚らしいのであります。随って緯非 有卿 師事したのは、有 が斉を去って に行った後にあると見て差支えはありますまい。(それでは萄卿が斉を去って楚に行った年代は いうとこれには色々説があります 、私は清の在中が述学萄卿子通論中の中に言 た斉王建の十年即ち楚 考烈王の八年か若くは其少し前位と見る方に従っ 居ます)楚 考烈王は韓 滅亡前三十三年程になります。兎に角、荷卿が楚に居た時 韓非も来て教を受けた様です。、所が史記の列伝によ ても刑名法術の学を喜んだとありますが、形名法述の学は有卿の専門とする所ではありません。形名は形 名との議論で元来
名家の範囲に属すべき性質のものである。又法術の学は商鞍や申不害の学である。して見ると韓非の学には有卿の学問以外に、何時の時代にか申子、商子などの説を研究し、又名家の説をも取り入れたのを知る事が出来ます。そして又君主が無為で居 いう所に老子 思想の影響がある。斯様に見来ると韓非の師として知れたものは萄卿一人であるが、韓非 学問の体系は決して萄卿一家の学のみで出来上ったものでない事が知れる。要するに韓非 菊卿に学んだが其前後何れの時代にか上 述べた様な諸家の学説を兼ね取って、それを旨く結びつけて韓非一流の創見ある学説を作り上げたのである。然らぱ韓非独得 学説とは 何なるものであるかを説明するが順序である。前にも言ったが史記 本伝には韓非喜二刑名法術之学一とありますから、韓非子の学聞は諸子 中でも法家の部類 属するのである。ところで刑名の二字は韓非の場合にあっては くは形名とすべきものありまして、後世 訴獄を断ずる刑名と意味を異に ます。韓非 形名は形と名とが相当して居るか、どうか 見るのでありまして元来の方の議論であ が、韓非がこれを政治の方面に持ち来って、君主が臣下を用いる際に応用した所に、 の説 新し味があります。仮に此処に君主が居るとします。すると臣下は其君主に対して銘々政治上 自分意見を述べる。これが、つまり固であります すると君主は臣下 意見を聞いて、銘々に彼等の意見に従って職を与えて、実際によい結果即ち功績を挙げる事が出来るか、どうかを見て居る。この結果 これが即ち固であります。つまり実行が言論に伴うか、どうか 実行が言論の通りに行って、この二つが一致すれば韓非子一流の形名相当るという事になり、賞
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せられる。所が言論 誇大で、実行が之に伴わない場合 或は言論 は聞くべく、注意されるものがなかったのに実行された結果が造に大であった場合、何れも形と名とか相当らざるも として罰せられる。言大 し 功
小、の罰せられるのは普通であるが、一吉小にして功大なる時にも等しく罰せられる は、不言実行という点から観察すると異様に思われるが、矢張り形名相当らずという点で罰せられるのであります。此処が面白い点で韓非一流の法家の特色がよく現われて居 所なのであります。
所が上に述べた様な形の名とが相当るとか、相当らないとかいう事は何
を標準として決定するかという問題 ある。仮に君主 政治上の判断力によるとする。すると君主も人間である限り、時には其好意、喜怒によって自己の欠点を現わし、それが為に其聡明は曇 が生ずる場合がある。すると忽にして群臣が其処に乗じて君主に阿諌迎合して、君主の尊厳を冒涜る様に変る。それで始めよ 人 は法を定めて、群臣の遵守すべき所 示し、群臣をして専ら其法に道うて知能を尽し好結果を挙げしめ 様にする。此処に韓非の形名は商鞍の固と結びつくのであ 。そして人君は己れ虚静にして 能く道を体し、倍淡なれば群臣自ら正 く 国自ら治 と為す。此処に文老子の説が韓非の政治上の説に影響を与えて居るを知 事が出来る 。
か様に臣下の師とする所(韓非子定法篇)の法を定め、群臣の能に賠い




ものであるから 大体君主 側から見て都合のよい説であ 法という様なものを設けて臣下が師法とし、標準とする所を定め、臣下 単に利己的








し難いのでありますが、労働問題や、借家問題が現代にやかましいの 、現代に於 其必要がある様に、韓非 様な学説は韓非 居た時代には当然起らなけれはならない性質のものでした。韓非の時代は戦国の七雄 割拠をして居た時代でありまして、諸侯何れも富国強兵に汲々として居ますし、其中でも秦が最も強大で、韓非の た が最も弱カであって、そして秦に隣接した関係から又何時国が滅されても知れない状態 ある時でした。併し尚、韓非が生存し た 分は天下は統一さ て居りませんでした。一面思想界の状態は知何であるか いうと 言論の自由は到る処 新
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思想を唱うる者を輩出せしめ、学者は自己の一家の言によって諸侯に用いられんとし、人主も亦これを用いて自己の国を富国強兵に導んとしましたから、能あるの土は何れも弁論 事とし、何れの国に於いても言論が朝に盈つといふ有様でした。蘇泰、張儀などの口舌の雄が出て、合従連横を唱へ、栄達したのは韓非などの時代とは少 前ではありますが、こ 成金気分は尚此時代に於いても盛でありまして、学徒の中弁舌に長ずる者は尚空言を陳して、人君に求め様とし、君主 亦これを察せずして、其空言を喜んで、之を採用せんとする傾向があって、そして実際に富国強兵に如何なる効果があるかと見ると 一向に治績の見るべきものがない。そ だけならば、まだしもであるが反て国が衰え滅亡に近く の 出来た。結局は口舌の士が一時の立身出世に利 位に過ぎ か た。斯様な時勢を前提として見ると此処に始めて韓非の説の起った所以と、又起らざる 得 かった理由とが明瞭になる訳である。そこで比等の事情を知ると皐寛するに憂国の士が悲憤懐慨の余、この書 作った 見られるの 。韓非の刑名法術の学に於いて法と術とを結び付けたのは歴史上の事実と



















斯の書迄収めて居るは明に後人の綴輯である。この点から見ても疑うべきで あ る 。
初見秦、存韓以外、古来我国の学者の聞に韓非の筆でないと問題となっ
て居る篇は「忠孝」「人主」「筋令」「心度」の四篇であります。太田全斎の翼喜は心度の事は言って居りませんが、儲令は商子の舵令篇と が同じである。人主篇は韓非の他の篇の語を綴り合わしたもの 忠孝篇に就いては太田氏は明言して居ない。併し服部博士は解老、時老などの があって老子の説を奉じそしてこの篇にて老子の説を攻撃して居るという
であります。「心度」が韓非の言でないというのは解詰全書の津田氏の説であります。今これらの説を玩味しますと一面聴くべき所もありますが、又根拠の薄弱だという感がないではあり せん。所で在来日本の学者の疑ったのは上に述べ した六篇であります。即ち初見秦、存韓、忠孝、人主、簡令、及び心度 併し心度に就いては考を異にした人もあって服部博士の知きは其一人であって、現に漢文大系本の韓非子翼霊の最初の韓非子の解題をして居られます所にも劉向以来 子五十五篇 称して居るが、真に非の手に出でし者は蓋し五十篇のみと言って居られます
所が胡適の中国哲学史大綱という中華民国の八年頃に出た書物には韓非
子中の第六篇の有度には荊(楚)、斉、燕、説四国の滅亡 説 居る。そして韓非の死んだ時(西紀二三三 に 以上の四国だけ ない、六国都ベて滅亡して居ない。そして六国の中 最後に亡ん は斉 あったが、この斉の滅んだ は韓非 死後十二年を経過して居る。だから韓非子は決して原本でない。其中には定めて 人 加入 た記事が多 ろう うのであります。そして胡適氏の見る所によると韓非子中信用すべき部分は
顕学、五蓋、定法、難勢、誌使、六反、問弁
の七篇であっ 、此以外のものは仮令司馬遷が史記の列伝 列挙した孤憤、説難、説林、内外儲(説)であっ も信恵する 足りないと言うのあります。其他解老 輸老などの篇は別に誰れかの作ったも 、主道、揚権(普通ニ揚権)の諸篇も亦韓非 法家 手になったもの 又外儲説の左上には一部分取るべき所があると言っ 居ます。そして斯様 真偽を分類する根拠は学術の内容だと言って居りますが、内容を解剖した詳細る結果は之を示しては居ません。
斯様に胡適氏の様に言って参りますと韓非の原本として残るものは極め





非が著わす所の書、本各自ら篇を為る。非没するの後、其徒編次を収拾し、以て一一映を成す。故に韓に在り、秦に在 作も、均く収め録せられ、其私記未完の稿をも併せて、亦収めて書中に入れ、名けて韓非の撰とする 、実は韓非自身が手づから校定する所でない。其根本が韓非か 出て居るが故に、伺て韓非の名を題して記録 著わした。
と言って居ます。私はこの四庫の学者と考を同うするのでありまして、




























































った説であって、其間一点の温情という様 ものは見出されない。それでこれを喜ぶ人といえば酷吏でなかったならば性質が極めて厳格であるという様なのが普通であった。け ども又一方か 見ると虚名を郡み、実用を貴ぶの点に至つては韓非の学説には非常な長所があったから遠 の士は其説の実際的であ のを認め 居た。殊 三 の時の萄の劉備が「申韓之書。益二人智意一。可三観コ諦之一」といったのは有名 話である。又劉備と水魚の交があった諸葛亮は劉備、子である萄後主である劉禅の為めに管子
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六諮などの書と共に申韓の書を写して後主に勧めて居る。のみならず孔明自身が例の涙を揮って馬設を斬った辺り、矢張り韓非の学説の法術を重んずる所が見える。現に朱子語類 中にも張子房には黄老 の影響があり、孔明には申韓の学の影響があると言って居る所があります。これを見ると学説も之を読むと人によって善用されたり、又悪用された る事は明かであって孔明の知きは確 韓非の立派な知己であったらしい。かの唐 太宗の如きも亦楕遂良と倹を論した際 知き韓非の語を引証して居る。その後、君主と韓非との関係に就いては余り言が無い。
併し宋の哲宗の元佑二年詔して官吏となる者が申韓の学を研究する事を





















重篇に攻撃して居るが儒者の中にも俗儒以外、志は潔く、行は顕れた真の儒者が居る、と この真の儒者が礼義を業として居るもので、国が存在して居るのも、礼義があるからで、礼義によ て無礼、無義の人も教化され、感悟され、人民は善をなし、其主上を愛するから結局は有益である。そして例を伯夷や柳下恵や、或は貌王侯当時の段干木の例を引き、強秦が鶏を攻めなかったのも畢寛は現文の礼と段木の操 賢 したから賢者を用いたからであると結んで居る。随って斉の太公が狂請や奉士の二人が仕えなかっ とて二人の兄弟を無益として殺した を韓非が是認して居てもそれは誤であると非難をして居る。
尚王充は国を治むるの道に二つある。一は養徳、二は養力、即ち名高の
人と気力の土とを養っ 、能く賢を敬うと同時に 能く兵 用うる事を一不さねばならぬ。これが所謂る文武張設、徳力
E
足事というものである。徐
僅王は仁義を行って、陸地の朝するも 三十二国であったが、強楚は之を滅ぼした。これは徳だけでカの備えがなかったからであ 。韓非 方は徳が無いという患がある。其例は狂請、華士が斉に仕えなかったとて斉では殺した。それは無事の士を殺したの 。それ 韓非は是認して居る。無罪の人を殺すは韓非の非とする所 あるにこれを是認して居るのは「失
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誤の言」だと断じて居る。









〔 本 文 注 〕
(注二欄外に「尤も説難篇の知き臣下たる側の者 説いたものもある(こ
れを後世の偽作とするは別なり」とある。
(注二)欄外に「婦人問題なども一例」とある。(注三)欄外に晃公武と陳振孫とを指して「皆宋史ニ同ジ」とある。(注目)欄外に「又有道蔵本。此秘府所収。実係於徳川氏時毛利為幹所献。
明万暦刻本也(古文旧書考)何芥本に李噴の注ありと稽するも噴の事不 」とある
(注五)欄外に「誼王本(即越知師、王道焼)を以て主となす。」とある。
稲束は「超王本」を底本として研究を進めた。
(注六)欄外に「注は多く務阪氏より出づ」とある。(注七)欄外に「又依田利用が著した韓非子校注がある。天保弘化の閉幕府
の侍講であった。此書は韓非子注 中最も精核である。」とある。
(茨城県私立清真学園高等学校教諭)
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